
そうしんへい

は図のように鋳鋼の箱形のレ ーノレ受けとし， レーノレはいぬ釘ま

たはスクリユ ースパイキでプ ロックま くら木に取付けるように

している。

これによると電気信号区間において両レーノレの絶縁もされる

こと t乙 T工る。

積雪地方ではラッセノレ巡転を考慮して， ラッセノレのフラ γジ

ャ ーに支障しないように， 軌間内でレ ーノレ上聞から下に 50mm

の空間をとって設計される。桁が illi線中にある i場合にはカ γ ト

は桁座間を傾けてつける。(菊池洋一)

そうしんへいそくき 双信閉塞器 (英) composite block in" 

strument 複線区聞において，列車を双億Ijfl~式によ っ て巡;1去

させる場合に使用される閉塞装置。 |羽~区間の両端停車場に上

双信閉そく R.の接続

(苧耳}/，)

下線共用として l 側ずつ設備される。

1 榊造および動作

( 1) 表示 l腕

(Z !}¥) 

閉塞総の正面に 2110\あり，同j って左ブ1 が'i)j'; ， 右プJが緑に着色

されている。赤色腕は列車を出発させる場合に使用されるもの

で，これを動作させるために

は相手駅のlJÍZ認を裂し，相手

駅からの送電によらなければ

ならない。緑色腕は3'JjIIIを受

ける場合に使用されるもので ，

自駅の閉塞総のハンドノレによ

って機械的に動作させること '

ができる。これらの表示腕の

表示はつぎの意味を持つ。 双信閉そ く 総

表示i腕 F向 45 皮ー列車閉塞区間になし。

表示腕水平 列車閉塞区間に;b iJ 0 

(2) 閉塞線輪

相手方からの電流によって動作する一極の有極紙旭日誌であっ

て，赤色腕を上下させ，電鈴を鳴 らす。 腕の上下動作は総輸の

極片が腕のI臥'鉄片を吸引して行われるが， 1動作後は電流が断た

れでも残留磁気によって腕をその位置に保持する。

(3) ハンドノレおよび!H.~極探

ハ γ ド ノレは箱の前[前に設けられ，ばねを有する鎖錠かんによ

って定位または反[立の位置に保持される。ハ γ トツレを転換する

と，緑色表示腕が動作すると同時に転綴日告を転換して，相手方

に送出する電流の方向を変える。

(4) 電鍵

相手方に送出する電流の回路をl期間するもので， 箱の ililJ聞に

取り付けられている。

(5) 電鈴

閉塞打合せの合図に使用するもので，閉塞線輸が動作するた

びに鳴る。

1l!鈴の鳴る数によって，つぎの意l床をもつように定められて

L 、る 。

2 打 ・・ !羽迭を行う。

3 打 ・・・ 通話を求める。

4 打 ・・ ・・ 閉塞の解除を行う。

同じ打数の応答は承認を意味する。

(6) 電話糧費

閉塞の打合せに使用するもので， 1羽察署告に取付けられている。

受話僚のフックにスイッチがあり，受諾般をはずすことによ っ

て閉塞総の回線を電話機に切換える。

2 取扱方

川列車を出発させる場合

列車を受ける停車場において，ハ γ トソレを反位にすると緑色

腕が水平になり，~鍵を押すことによって列車を出発させる停

車場の赤色腕が水平になる。

(2) 列車が到着した場合

上において反位に転換したハ γ ドノレを定{立にもどすと，緑色

l附が下向 45 度になり，電鍵を;jj~すことによ って列車を出発させ

た停車場の赤色腕が下向 45 度になる。(松尾広一)

そうせんしきしんごうてこ 双線式信号てこ (英) double" 

wire signal lever 二条式機械信号践を操作するに用いる ，

第 2 極連動装置用のてこ。その構造はてこ台， JJ向車(ドラム )，

てこ(ラッチロッド付)，および 2 個の車からなり ， }}同事とてこ

はー休とな って軌によっててこ台に結び付き，その軌を中心と

して手前に回転し 2 本のワイヤは胴専のみぞを両側から抱え

るようにして JJ同事に結び付けられている。てこは単線式と異な

って重錘(じゅうすい)がない，そのかわりにラッチロッドがあ

っ て，てこの位置を確保している。単線式信号てこは比較的近

距般用に汗lいられるが， 双線式信号てこは遠距離用の信号犠，

たとえば儀械途方信号機にはほとんど使用している。 2 本のワ

イヤはてこを定位から反位に操作すると，引張られるのとゆる

められるのとあり，前者を引線， Î:走者を帰線とい っ ている。ワ

イヤの動程は 370mm とな っ ている。てこ相互の連鎖を必要と

するときは，単線式と 同様鎖錠を付すること が可能である。

(湯沢貞夫)

そうでんせんろ 送電線路 (英) transmission line 発電所

で発生した電力を，需嬰地付近の;æ~1t所に伝送するために設け

られた電線路。この聞に他の発電所または変電所が介在してい

る場合， これら相互間の電線路も送電線路である。送電線路の

電圧は一般に数万ないし十数万V とし

ているので， 都市付近の変電所ではこ

れを 3 万V以下として都心の変電所に

送り ，ここで 3 千Vの高圧配電線で需

嬰家に送るのが通例である。都市付近

の変電所を l 次変電所といい，都心の

変電所を 2 次変電所といい，発電所 ・

1 次変電所間の送電線路を 1 次送電線

路， 1 次 2 次変電所聞の送電線路を 2 i/ ム ト ゆ
次送電線路という。 1 次送電線路は架 仁 が
空式とし ， 2 次送電線路の市街地部分 総続笈

は地中式とする。 140KV 送電線路
] 施設する条件 送電線路は他に 2 回線欽塔

迷感や支障をおよぼさないよう安全に，雷 ・ 風雪等の自然、条件
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